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1案

ஜಒᙲは、ɟᑍᝠׇ法ʴベターリȓȳグがᘍった「建ᚨ২ᘐ審査ᚰଢʙಅ（˰宅ሁ関ᡲ

২ᘐ）」のኽ果を࠼く関係Ӳˮにኰʼする目ႎで˺したものです。
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グラベルウッドパイル工法は、ࢼஹの工法を発ޒさせた工法であるため、μӲ地のあ

らǏる施工ಅᎍでの対ࣖが可能です。

ԧജࠊޛ内及びි安ࠊにおいてᚾ験施工をᘍいました。ԧജࠊޛ内及びි安ࠊにおいてᚾ験施工をᘍいました。

グラベルウッドパイル工法　։ൃࢼ験ࢪ工のঢ়گグラベルウッドパイル工法　։ൃࢼ験ࢪ工のঢ়گグラベルウッドパイル工法　։ൃࢼ験ࢪ工のঢ়گグラベルウッドパイル工法　։ൃࢼ験ࢪ工のঢ়گ
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木材と砕石を組み合わせたハイブリッド沈下抑制基礎杭工法、それが、グラベルウッド

パイル工法ＴＭです。

グラベルウッドパイル工法は、地盤に打ち込まれた木杭とその周りに締め固めた砕石柱

により、建物の不同沈下を抑制する新しい工法です。

上部建物荷重は、木杭の周りを囲む締固められた砕石柱と原地盤の複合地盤として

支えます。

木材と砕石を組み合わせたハイブリッド沈下抑制基礎杭工法、それが、グラベルウッド

パイル工法ＴＭです。

グラベルウッドパイル工法は、地盤に打ち込まれた木杭とその周りに締め固めた砕石柱

により、建物の不同沈下を抑制する新しい工法です。

上部建物荷重は、木杭の周りを囲む締固められた砕石柱と原地盤の複合地盤として

支えます。

グラベルウッドパイル工法ＴＭグラベルウッドパイル工法ＴＭグラベルウッドパイル工法ＴＭグラベルウッドパイル工法ＴＭ

審査項目
①上部建物の沈下抑制効果確認

・グラベルウッドパイル頭部における鉛直荷重と沈下量の関係を確認

②施工管理項目の確認と記録

・施工に際しての管理項目の確認及び施工データの記録が可能である確認

審査項目
①上部建物の沈下抑制効果確認

・グラベルウッドパイル頭部における鉛直荷重と沈下量の関係を確認

②施工管理項目の確認と記録

・施工に際しての管理項目の確認及び施工データの記録が可能である確認

グラベルウッドパイル工法の２つの効果確認グラベルウッドパイル工法の２つの効果確認グラベルウッドパイル工法の２つの効果確認グラベルウッドパイル工法の２つの効果確認

グラベルウッドパイル工法に使用する木杭は、世界中で最も多く使用され、地下水へ

の環境影響に配慮したタナリスＣＹを使用しています。

木材への処理は単なる表面への塗布ではなく、工場で加圧釜を用いて木材内部まで圧

力をかけて注入・浸透させるため、長期に渡る防腐防蟻効果が維持されます。

グラベルウッドパイル工法に使用する木杭は、世界中で最も多く使用され、地下水へ

の環境影響に配慮したタナリスＣＹを使用しています。

木材への処理は単なる表面への塗布ではなく、工場で加圧釜を用いて木材内部まで圧

力をかけて注入・浸透させるため、長期に渡る防腐防蟻効果が維持されます。

木杭（芯材）への防腐防蟻処理木杭（芯材）への防腐防蟻処理木杭（芯材）への防腐防蟻処理木杭（芯材）への防腐防蟻処理

振動台実験により、加振中の地盤内の加速度と間隙水圧の変化、および加振後の地

盤と上部構造物の沈下量を計測、観察した。

（加振条件は10Hz300gal の正弦波20 波とし、地盤と宅地の沈下が収束するまで

繰返し加振）

振動台実験により、加振中の地盤内の加速度と間隙水圧の変化、および加振後の地

盤と上部構造物の沈下量を計測、観察した。

（加振条件は10Hz300gal の正弦波20 波とし、地盤と宅地の沈下が収束するまで

繰返し加振）

和歌山高専　環境都市工学科　室内実験和歌山高専　環境都市工学科　室内実験和歌山高専　環境都市工学科　室内実験和歌山高専　環境都市工学科　室内実験
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商標登録・特許について
グラベルウッドパイル工法は、商標2011-013435「グラベルウッドパイル」

特開2012-188830「地盤改良構造および地盤改良工法」を公開しています。

機能性と環境貢献の両立
グラベルウッドパイル工法は、いつ起こるか分からない地震による液状化の対策工法とし

て開発されましたが、使用する木杭には、木材資源としてさらなる有効活用が期待される

間伐材を利用、木杭を囲む排水層としての機能を期待する砕石は、JIS A 5005 適合砕

石を使用します。

天然資源を利用し、機能性だけでなく環境へのやさしさも兼ね備えた工法として誕生し

ました。

1案

表 1 実験ケース

実験ケース グラベルドレーン 芯材

case1 なし なし

case2 有 なし

case3 有 有
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図 2 加振回数と地盤沈下量の関係

木杭と砕石の先端支持

安定した支持層に建物
自重を伝えることで、
建物の沈下を抑制しま
す。

木杭と砕石を組み合わせた
ハイブリッド工法

①上部建物の沈下抑制効果

②施工管理項目の確認と記録

地震時に液状化した地盤（いざという
時）も木杭（芯材）の耐力にて、上部構
造物をしっかり支える耐力があります。

木杭は、木材防腐防蟻剤（タナリスＣ
Ｙ）の加圧注入により長期に防腐防蟻
効果が維持する。
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